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1. 平成23年１月期第２四半期の連結業績（平成22年２月１日～平成22年７月31日）

 (1) 連結経営成績（累計）
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年１月期第２四半期 9,189 △7.2 354 △21.5 362 △17.0 186 △35.6

22年１月期第２四半期 9,900 ─ 452 ─ 437 ─ 288 ─

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年１月期第２四半期 7 10 ─ ─

22年１月期第２四半期 11 03 ─ ─

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年１月期第２四半期 18,295 15,373 84.0 587 20

22年１月期 18,441 15,255 82.7 582 62

(参考) 自己資本 23年１月期第２四半期 15,373百万円  22年１月期 15,255百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年１月期 ─ ３ 75 ─ ３ 75 ７ 50

23年１月期 ─ ３ 75

23年１月期(予想) ─ ３ 75 ７ 50

3. 平成23年１月期の連結業績予想（平成22年２月１日～平成23年１月31日）
(％表示は、通期は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,200 △10.4 530 △31.8 560 △30.2 250 △61.4 9 55



  

 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりま

せん。 

  

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性

があります。なお、業績予想に関する事項については、添付資料３ページ「業績予想に関する定性的情

報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、添付資料３ページ「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規  ─社 (            )、除外  ─社 (            )

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年１月期２Ｑ 26,620,000株 22年１月期 26,620,000株

② 期末自己株式数 23年１月期２Ｑ 439,563株 22年１月期 436,158株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年１月期２Ｑ 26,181,945株 22年１月期２Ｑ 26,193,394株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出や生産を中心に、一部に企業収益改善の兆しは

見られるものの、雇用情勢や個人消費は引き続き低迷し、円高やデフレの影響などもあり、依然として先

行き不透明な状況で推移いたしました。 

このような情勢のもと、当社グループは各事業において業績の向上に努めました結果、当第２四半期連

結累計期間における売上高は91億８千９百万円（前年同期比7.2％減）、営業利益は３億５千４百万円

（前年同期比21.5％減）、経常利益は３億６千２百万円（前年同期比17.0％減）、四半期純利益は１億８

千６百万円（前年同期比35.6％減）となりました。 

  

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

道路事業：道路事業は、政権交代による公共事業費削減の影響により、工事発注件数の減少や作業内容・

労務単価が縮減され、企業間競争は一段と激しくなり、厳しい状況下での事業展開となりました。このよ

うな中、各地区にわたり積極的な営業活動を行い、道路の維持・清掃および補修工事の受注確保に努めま

したが、売上高は77億２千６百万円（前年同期比8.2％減）、営業利益は５億７百万円（前年同期比

16.1％減）となりました。 

レジャー事業：有楽町スバル座における映画興行は、「人間失格」「獄(ひとや)に咲く花」「ロストクラ

イム・閃光」などの邦画作品が好評を博し、前年同期に対し増収となりました。 

飲食事業は各店舗において、顧客ニーズに応じたメニュー設定および料金の改定を行い、接客サービス

の向上などに努めましたが、消費者の節約志向は強く、客数が伸びず減収となりました。なお、期中３月

に新規開店しました「ドトールコーヒーショップ イーサイト上尾店」は順調に稼働しております。 

飲食物品の販売につきましては、自動販売機飲料品および食材等販売の伸び悩みにより減収となりまし

た。 

マリーナ事業は、ヨットレース「第２回スバル ザ カップ」などの各種イベントの開催、顧客サービス

の充実や積極的な広報活動を行い、契約艇数の維持拡大に努めましたところ、「東京夢の島マリーナ」

「浦安マリーナ」ともに、前年同期に対し増収となりました。 

以上の結果、レジャー事業全体の売上高は12億３千３百万円（前年同期比1.8％減）、営業損失は１千

１百万円（前年同期は営業利益６百万円）となりました。 

不動産事業：オフィスビルの空室率が上昇傾向の中、積極的なテナント誘致活動を行いましたが、吉祥寺

スバルビルの一部フロアおよび江東区新木場所在の賃貸用倉庫についてはテナントとの契約には至りませ

んでした。その他、駐車場等の運営等は概ね順調に推移しており、当事業の売上高は２億２千９百万円

（前年同期比1.0％増）、営業利益は１億８百万円（前年同期比12.4％増）となりました。 

  

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、受取手形及び売掛金の減少、有価証券の減少、保険積立金の

減少等により、前連結会計年度末に比べ１億４千６百万円減の182億９千５百万円となりました。 

負債は、支払手形及び買掛金の減少、未払法人税等の減少により、前連結会計年度末に比べ２億６千４

百万円減の29億２千２百万円となりました。 

純資産は、利益剰余金の増加等より前連結会計年度末に比べ１億１千８百万円増の153億７千３百万円

となりました。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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平成23年１月期通期の連結業績予想につきましては、平成22年６月９日に公表しました予想から変更は

ありません。 

  
  

該当事項はありません。 

  

① 簡便な会計処理 

（棚卸資産の評価方法） 

棚卸資産の簿価の切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見

積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

（法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法） 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定す

る方法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断については、前連結会計年度以降に経営環境等、かつ、一時差異

等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予

測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

  

① 完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 

請負工事に係る収益の計上については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約

に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用

し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分

について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例

法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。 

この変更による損益に与える影響はありません。 

  

  

  

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

2. その他の情報

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年７月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,248,331 2,560,192

受取手形及び売掛金 1,970,775 3,337,796

有価証券 899,079 1,193,784

商品及び製品 71,444 61,745

未成工事支出金 154,209 165,503

原材料及び貯蔵品 57,495 55,470

繰延税金資産 56,473 68,335

短期貸付金 1,056,549 1,070,360

その他 127,785 148,841

貸倒引当金 △35,708 △34,543

流動資産合計 8,606,435 8,627,486

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,448,223 2,473,002

機械装置及び運搬具（純額） 546,823 549,567

土地 4,105,344 4,105,344

建設仮勘定 － 12,619

その他（純額） 127,077 96,824

有形固定資産合計 7,227,467 7,237,358

無形固定資産

のれん 9,613 12,861

その他 20,931 22,614

無形固定資産合計 30,544 35,476

投資その他の資産

投資有価証券 850,537 837,360

差入保証金 876,220 865,835

繰延税金資産 85,348 100,877

保険積立金 436,185 560,577

その他 224,371 220,385

貸倒引当金 △41,220 △43,385

投資その他の資産合計 2,431,443 2,541,651

固定資産合計 9,689,455 9,814,485

資産合計 18,295,891 18,441,971
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年７月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年１月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,078,679 1,240,499

1年内返済予定の長期借入金 75,000 100,000

未払法人税等 62,413 143,896

賞与引当金 77,460 62,266

役員賞与引当金 － 7,000

その他 894,626 741,988

流動負債合計 2,188,178 2,295,650

固定負債

長期借入金 － 25,000

繰延税金負債 193 121

退職給付引当金 202,142 242,822

役員退職慰労引当金 97,329 131,706

ＰＣＢ処理引当金 4,528 4,528

その他 430,264 486,895

固定負債合計 734,459 891,074

負債合計 2,922,638 3,186,725

純資産の部

株主資本

資本金 1,331,000 1,331,000

資本剰余金 1,057,028 1,057,028

利益剰余金 13,220,157 13,132,338

自己株式 △147,667 △146,770

株主資本合計 15,460,519 15,373,596

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △87,265 △118,350

評価・換算差額等合計 △87,265 △118,350

純資産合計 15,373,253 15,255,246

負債純資産合計 18,295,891 18,441,971
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(2) 四半期連結損益計算書

（第２四半期連結累計期間）

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年２月１日
至 平成21年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年２月１日
至 平成22年７月31日)

売上高 9,900,681 9,189,404

営業費用 8,713,482 8,212,138

売上総利益 1,187,198 977,266

一般管理費 735,078 622,471

営業利益 452,119 354,794

営業外収益

受取利息 20,263 16,468

その他 28,084 14,326

営業外収益合計 48,348 30,794

営業外費用

支払利息 2,989 1,596

持分法による投資損失 49,128 12,460

その他 11,017 8,619

営業外費用合計 63,134 22,676

経常利益 437,333 362,912

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 15,486

原状回復費戻入益 － 22,850

投資有価証券売却益 40,878 18,263

保険解約返戻金 155,449 2,781

その他 5,397 1,267

特別利益合計 201,724 60,648

特別損失

固定資産除売却損 － 20,547

減損損失 1,520 －

工事補償費 7,000 －

投資有価証券評価損 100,250 －

貸倒引当金繰入額 2,990 －

割増退職金 － 45,612

特別損失合計 111,760 66,160

税金等調整前四半期純利益 527,297 357,401

法人税、住民税及び事業税 248,066 143,194

法人税等調整額 △9,720 28,198

法人税等合計 238,345 171,393

四半期純利益 288,952 186,008
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該当事項はありません。 

  

【事業の種類別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間 

  

 
(注) １ 事業区分の方法および各区分に属する主要なサービス等の名称 

     (1) 事業区分の方法………主として内部管理上採用している区分によっております。 

     (2) 各区分に属する主要なサービスの名称 

      ・道路事業…………道路維持清掃・維持補修工事、料金収受業、高速道路施設受託運営業務 

      ・レジャー事業……映画興行、飲食、物販などの顧客サービス事業、マリーナの運営業務 

      ・不動産事業………不動産賃貸業 

  

当第２四半期連結累計期間 

  

 
(注) １ 事業区分の方法および各区分に属する主要なサービス等の名称 

     (1) 事業区分の方法………主として内部管理上採用している区分によっております。 

     (2) 各区分に属する主要なサービスの名称 

      ・道路事業…………道路維持清掃・維持補修工事、料金収受業、高速道路施設受託運営業務 

      ・レジャー事業……映画興行、飲食、物販などの顧客サービス事業、マリーナの運営業務 

      ・不動産事業………不動産賃貸業 

  

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) セグメント情報

(自 平成21年２月１日
至 平成21年７月31日)

道路事業 
(千円)

レジャー事業
(千円)

不動産事業
(千円)

計
(千円)

消去又は 
全社(千円)

連結
(千円)

 売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

8,417,722 1,255,467 227,490 9,900,681 ― 9,900,681

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― 104,133 44,086 148,219 (148,219) ―

計 8,417,722 1,359,601 271,576 10,048,901 (148,219) 9,900,681

  営業利益 604,974 6,412 96,385 707,772 (255,652) 452,119

(自 平成22年２月１日
至 平成22年７月31日)

道路事業 
(千円)

レジャー事業
(千円)

不動産事業
(千円)

計
(千円)

消去又は 
全社(千円)

連結
(千円)

 売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

7,726,462 1,233,201 229,741 9,189,404 ― 9,189,404

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― 329,708 33,368 363,076 (363,076) ―

計 7,726,462 1,562,909 263,109 9,552,481 (363,076) 9,189,404

営業利益又は営業損失(△) 507,875 △ 11,102 108,308 605,080 (250,286) 354,794
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前第２四半期連結累計期間（自 平成21年２月１日 至 平成21年７月31日）、当第２四半期連結累

計期間（自 平成22年２月１日 至 平成22年７月31日）とも、本邦以外の国または地域に所在する連

結子会社および支店がないため記載すべき事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年２月１日 至 平成21年７月31日）、当第２四半期連結累

計期間（自 平成22年２月１日 至 平成22年７月31日）とも、海外売上高はないため記載しておりま

せん。 

  

該当事項はありません。 

  

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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